
別紙 １    【 参 考 様 式 】  （公開による会議用）  

令和５年度第１回奈良市教育支援委員会 会議録 

開催日時 令和５年６月１５日（木）午後２時 30分から午後４時まで 

開催場所 はぐくみセンター（奈良市教育センター）８階 中講座室 

出 席 者 

委 員 

松下委員、西久保委員、坪内委員、佐々木委員、永田委員、岩井委

員、柳生委員、新城委員、池野委員、大橋委員、佃委員、高橋委員、

中川委員、田中委員、小西委員【計 1５人出席】（𠮷田委員、北村委

員、佐々木委員、三浦委員の４名は欠席） 

事務局 

中口課長、川村課長補佐、中川係長、長峰指導主事、大谷指導主事、

石川検査員、山西検査員、酒井検査員、中原相談員、奥田相談員、

大木相談員 

開催形態 公開（傍聴申込なし） 担当課 教育部 教育支援・相談課 

議 題 

又は 

案 件 

（１）委員及び調査員の委嘱及び任命について 

（２）令和４年度の概要について 

（３）令和５年度の事業計画について 

決定又は

取り纏め

事項 

・委員の互選により、委員長に坪内校長（田原中）、副委員長に佐々木校長 

（富雄南小）が就任 

・令和５年度事業計画の承認。 

議事の概要及び議題又は案件に対する主な意見等 

【令和４年度の事業報告について】 

・審査後の同意の際に保護者が同意されず、再判定を行ったケースがあった。就学相談に保護者 

との合意形成をより丁寧に行う必要がある。 

・同一校種内での種別変更について、県より差し戻し、認められないケースがあった。 

種別変更に至るまでの支援が適切になされたかを県から問われる可能性がある。また、最初の 

審査の判断が適切であったかを問われる可能性もある。最初の審査や小→中への就学の際に 

適切な支援ができるよう、これまで以上に十分な検討が必要になる。 

・特別支援学級の定数、全ての種別で 6名→8名へ変更となったが、令和５年度の特別支援学級 

の学級数・在籍児童数は、速報値で共に令和４年度よりも増加している。 

【令和５年度の事業計画について】 

・資料確認の上、承認。 

・今後の予定  就学前の教育相談会・・・・７月３１日（月）～８月２５日（金） 

        第２回教育支援委員会・・・１１月２日（木） 

        第３回教育支援委員会・・・１２月３日（日） 

        第４回教育支援委員会・・・１月１１日（木） 



【その他、就学相談等に関わる質疑応答】 

・根拠資料等、様々な情報を多角的に捉えた就学相談の重要性について 

・新型コロナウイルス感染症が就学相談に与えた影響について（子どもの状態像の変化・保護者 

の不安など） 

・就学相談における学校園との連携の必要性について 

・文部科学省の通知「特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について」に基づく適正 

就学に向けた就学相談の進め方について 

資 料 

・令和５年度 第１回教育支援委員会資料（令和４年度の事業報告、及び令和 

５年度の予定） 

・資料１ 特別支援学級及び通級による指導の適切な運用について（通知） 

・資料２ 教育と福祉の一層の連携等の推進について 及び 学校教育法施行 

規則の一部を改正する省令の施行について（一部引用） 

・資料３ 特別支援教育を担う教師の養成の在り方等に関する検討会議報告 

（概要） 

・資料４ 義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立 

義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律等 

の一部を改正する法律の概要 

・資料５ 令和5年度 インクルーシブ教育推進講座（ベーシックコース） 

実施について県配布資料 

・参考資料 奈良市の特別支援教育イメージ図 

 


